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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：錢 琨 准教授 （Q-AOSコーディネーター）

地球温暖化対策として、温室効果ガスである二酸化
炭素（CO2）の排出抑制が不可欠ですが、既に大気
中に放出された CO2の回収削減も大変重要な役割を
担っています。国連気候変動に関する政府間パネル
は、地球の平均気温上昇を 1.5℃以下に抑える目標
を設定していますが、これを達成するためには、実
はすでに排出された CO2 の回収を前提としていま
す。このように大気から CO2を直接回収する技術を
ネガティブエミッションテクノロジー (NETs) とい
いますが、今回のセミナーでは、世界各地で進行中
の NETs について詳しく紹介し、これらの技術がど
のように新しい社会構築に寄与できるのか、その可
能性について深掘りします。
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九州大学で修士号および博士号を取得。日
本学術振興会特別研究員として Yale 大学化
学科にて分子認識化学に関する研究を行う。
帰国後、理化学研究所にてナノ化学を軸に、
各種ナノ材料の開発研究に従事し、副チー
ムリーダー・チームリーダーを歴任する。
2012 年　九州大学カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所に准教授として着任
し、二酸化炭素を効率的に回収する分離ナ
ノ膜の開発研究に取り掛かる。2020年より、
内閣府が行うムーンショット型研究開発事
業にプロジェクトマネージャーとして参画
し、研究プロジェクトをリードしている。
2021 年より同研究所にて教授となり、特に
近年では、分離膜を使って大気中から CO2
を直接的に回収する研究活動を展開してい
る。この活動を社会実装するため、九州大
学と総合賞である双日株式会社から出資を
受け、Carbon Xtract 者に CTOとして参画
している。


